
財産管理

町
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

町
長
／
可
能
な
限
り
処
分
し
て
い
く

森
　
　
林

不在森林所有者の実態は

町長／不在森林約１２００筆
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新
改
　
活
用
度
の
低
い
財
産

の
処
分
や
個
人
が
専
用
す
る

普
通
財
産
の
処
分
、
更
に
総

合
支
所
の
活
用
策
及
び
指
定

管
理
施
設
の
再
検
討
は
ど
う

か
。

町
長
　
活
用
度
の
低
い
財
産

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

処
分
し
、
個
人
が
専
用
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
も
売
却

の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
総
合
支
所
の
活
用
は
、

空
き
部
分
の
民
間
貸
付
等
を

検
討
し
、
指
定
管
理
施
設
は
、

維
持
管
理
及
び
経
費
の
縮
減

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
　
　
　
　
　

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

　
設
置
に
つ
い
て

森
林
管
理
署

　
　
　
　
住
宅
を

町
長
／
職
員
住
宅
建

設
要
望

新改秀作議員

別
府
　
政
府
は
「
美
し
い
森

林
づ
く
り
推
進
運
動
」
と
し

て
不
在
森
林
所
有
者
に
「
自

分
の
山
再
発
見
運
動
」
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

町
長
　
不
在
森
林
所
有
者
台

帳
を
山
の
現
況
に
合
わ
せ
る

作
業
を
行
い
、
有
効
に
活
用

す
る
手
段
と
し
て
、
森
林
組

合
が
不
在
森
林
所
有
者
を
集

め
た
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
町
と
し
て
も
情
報
を
提
供

し
出
来
る
範
囲
で
協
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

別
府
　
職
員
住
宅
は
、
署
所

在
地
が
基
本
で
あ
る
が
、
伊

佐
市
・
出
水
市
・
薩
摩
川
内

市
に
あ
る
公
舎
か
ら
通
勤
さ

れ
て
い
る
。
公
舎
要
請
は
。

町
長
　
署
内
で
庁
舎
建
設
時

に
検
討
さ
れ
た
が
、
現
在
所

有
し
て
い
る
職
員
住
宅
が
比

較
的
に
新
し
い
こ
と
を
理
由

に
見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

　
署
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

々
の
こ
と
や
定
住
促
進
等
か

ら
署
の
考
え
を
考
慮
し
た
う

え
で
必
要
な
ら
ば
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

別府静春議員

薩摩総合支所

鶴田総合支所

北薩森林管理署


